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千葉大学医学部附属病院（千葉県拠点病院）
アレルギーセンター事業概要

平成24年10月にアレルギーセンター設立

平成30年4月に千葉県よりアレルギー疾患医療拠点病院として指定

• 千葉県全体のアレルギー疾患医療の均てん化

• アレルギーや医療提供状況に関する情報発信

• 行政・教育機関等への緊急時対応などの研修会の開催

• 患者・家族に応える相談事業

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
当アレルギーセンターは平成24年に設立され、昨年より県の拠点病院として指定を受け活動しております。アレルギーセンターとして4つの役割・目標をあげており、「千葉県全体のアレルギー診療の均てん化」、アレルギーに関する情報発信、行政教育機関への研修会の開催、患者・家族への相談事業があり、本日はこのうちアレルギー研修会に関してお話しいたします。なお時間の関係上、主に開催に関わる調査内容の部分を第1報としてお伝えいたします。



相談対応

事業内容 実績・次年度の予定

医療者による電話相談 千葉県が行なっている電話相談事業（専
門医・看護師が対応）との協力及び棲み
分け
→当センターではピアサポートとweb上で
の対応を進める

ネットでの問い合わせや回答・Q&Aでの
対応を進める

ピアサポートの窓口開設 2019年1月から、NPO法人千葉アレル
ギーネットワークに委託し、週1日、2時間
で実施開始（2019年3月新聞掲載）



研修会実施

事業内容 実績・次年度の予定

医師向けの研修  医師会との共催で、「アレルギー疾患の診断と治
療〜プライマリー診療での重要なポイント〜」を
3/23に千葉市内ホテルにて開催

 従来から行ってきた、院内の臨床アレルギーセミ
ナーを県内の医療機関に連絡（4回/年）

市民公開講座  医師会と『アレルギー疾患の最新治療』をテーマと
して2/9市民公開講座を共催

母子保健 スキンケア・離乳食指導の研修・勉強会

学校・児童福祉施設への助言、研修会の開催

 2018年12月に県を通じて各施設へアレルギー疾
患対応・対策の研修希望を調査したところ、137件
の研修会開催希望あり

 2018年度は託児所、保育園、幼稚園、中学校、高
等学校で各１件、合計５件で実施



調査における各施設の希望内容・対象者
• 施設・組織
教育施設（幼稚園、保育園、小・中・高等学校、特別支援学校）
市役所、教育委員会、保健センターなど

• 対象者
保育士、栄養士、調理師、養護教諭、幼・小・中・高教職員、看護師、保健師、助産師、
管理者、校医など

• 対象人数
数名〜200名超（1回の研修当たり） ＊各施設内での研修を希望する施設が多い。

• 希望内容 ＊食物アレルギーやアレルギー疾患に関する最新の知識の希望が多い
アレルギー疾患（喘息、食物アレルギー、アトピー性皮膚炎）の知識、緊急時・災害時の対
応、エピペンの使用法（実技指導）、誤食防止策、食品表示の見方、アトピー性皮膚炎患者
のスキンケア、アレルギー児の保護者への対応



アレルギー研修会希望アンケート結果
【地域別】 合計 保 育 所

こども園
幼稚園 小学校 中学校 高等学

校
支援学
校

教育委
員会

行政 他

東葛北部 18 4 3 3 1 2 2 1 2

東葛南部 44 25 1 8 1 1 2 2 4

千葉市 36 13 1 10 4 2 3 1 0 1

市原 5 0 1 1 0 1 0 1 1

君津 5 1 0 0 1 0 0 1 2

安房 3 0 0 1 0 0 1 0 1

印旛 5 2 0 0 1 0 2 0 0

香取海匝 8 1 0 1 1 3 0 0 2

山武長生夷
隅

13 2 2 0 1 1 2 0 4

返信数 137 48 7 24 10 10 12 6 16

施設総数 2668 589 520 805 402 183 45 54 67 3

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらはアンケートの返送の結果です。幼稚園、保育園などの乳幼児の関わる施設や、学校の中では特に支援学校などの比率が高いことがわかります。アンケートの返信数は137で施設の総数に比べて非常に少ないことから、今後アンケートが届いていたか、希望しない理由はなぜか、などを調査・評価する必要があります。また返信の多かった地域は県北西部の都市部、若年層の人口が多い地域であることがわかりました。



情報提供

事業内容 実績・次年度の予定

HPでの最新の治療など専門的な知見に基
づいた情報の提供

 2018年11月末にHP開設、さらに順次、
アナフィラキシー対応を含めて、各種情
報をアップロード

 千葉県内の医療機関の協力により、ア
レルギー専門医及びPAEの有無、診療
科などの情報を含めた、県内専門医療
機関マップとリンクを作成

新生児・乳幼児スキンケアの実態調査・介
入と結果公開

 拠点病院産科・千葉県助産師会・産婦
人科医学会の後援を得て、助産師PAE
と協同で調査開始（実態調査）

 周産期母性科との養育者に対するスキ
ンケア指導に関する共同研究、非介入
群約60名から協力を得た（研究継続中）



新規ホームページの開設

附属病院HPトップページ



県内専門医療機関リンク

医療機関の連絡先・HPへのリンク化。
しかし、専門医のいる医療機関の偏在あり。



診断等支援

事業内容 実績・次年度の予定

食物アレルギー診療の病診連携  2018年秋に食物アレルギー病診連携ワー
クショップを開催し、食物負荷試験をテー
マに協議を行った

 県内専門医療機関での負荷試験プロト
コール標準化について協議を行った

アレルギーセンターにおける検査・免疫療法
の施行

 食物負荷試験（小児230件、成人20名）
 薬物アレルギー負荷試験（成人20名）
 吸入抗原誘発試験（100件）
 食物経口免疫療法（30名）
 舌下免疫療法（100名）



千葉県アレルギー疾患拠点病院の特徴
① アレルギーセンター専属PAEによる業務の効率化・円滑化の促進

② 県内専門医・PAEの参加による啓蒙・普及活動の促進

③ 医師会・医会との連携による診療ネットワークの構築・食物アレル
ギー負荷試験標準化・食事指導・免疫療法の推進

④ NPO・患者会との連携によるピアサポート

⑤ 県の相談窓口との連携による拠点病院としての機能強化

⑥ エビデンスの確立とそれに基づく予防の周知・実施


	千葉大学医学部附属病院における2018年度拠点病院事業-結果報告
	千葉大学医学部附属病院（千葉県拠点病院）�アレルギーセンター事業概要
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	アレルギー研修会希望アンケート結果
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	千葉県アレルギー疾患拠点病院の特徴

